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製品についての注意事項 

このユーザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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1 マルチメディア機能 


お使いのコンピュータには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機能 
が含まれています。お使いのコンピュータには、な下のマルチメディアコンポーネントが含まれてい 
ます。 


• オーディオディスクおよびビデオディスクを巧生するオプティカルドライブ 

• 音楽を巧生する内蔵スピーカ 

• 独自のオーディオを録音する内蔵マイク 

• 動画の撮影および共有ができる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール济みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるホットキー 


鞍を 記： お使いのコンピュータによっては、下記の一覧に記載されているすべてのコンポーネントが 
含まれていない場合があります。 


ここでは、お使いのコンピュータに含まれているマルチメディアコンポーネントを確認する方ま、お 
よびマルチメディアコンポーネントを巧巧する方法について説明します。 
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マルチメディアコンポーネントの各部 

1^|下の図と表で、コンピュータのマルチメディア機能について説明します。 



名称 


説明 

(1) 

内蔵マイク （ X2) 

サウンドを録音します 

(2) 

HP Web カメラ 

音声と動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

(3) 

HP Web カメラランプ 

点な： Web カメラを使用しています 

(4) 

ミュート（消音）ボタン 

スピーカの音を消したり元に戻したりします 

(5) 

音量調整スライダ 

スピーカの音量を調整します 

(6) 

スピーカ （ X2) 

サウンドを出力します 

(7) 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフホン、イヤフホン、 
ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したときに、サウ 
ンドを出力します 

を記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コンピ 
ュータのスピーカは無効になります。 

(8) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピュータへッドセットマイク、ステレオアレイマイ 
ク、またはモノラルマイクを接続します 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを巧用します。 

• コンピュータ本体の音量調整デバイス： 

。 音をミ肖したり元に戻したりするには、ミュート（消音）ボタン （1) を押します。 

。 音量を下げるには、音量調整スライダで指をちから左にスライドさせるか、音量下げボタン 

(2) を押します。 

。 音量を上げるには、音量調整スライダで指を左からちにスライドさせるか、音量上げボタン 

(3) を押します。 



• Windows ® の [ボリ ュームコント ロール]: 

a . タスクバーの右端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b . 音量を調整するには、スライダを上下に移動します。音を消すには、[ミュート]アイコンを 
クリックします。 

または 

a . 通知領域の[音量]アイコンをちクリックし、[音量ミキサを開く]をクリックします。 

b . 音量を調整するには、[スピーカ]列の[音量]スライダを上下に移動します。[ミュート]アイコ 
ンをクリックして音を消すこともできます。 

悟量]アイコンが通な領域に表示されない場合は、な下の手順で操作して表示します。 

a . 通知領域でちクリックし、 [プロパティ] をクリックします。 

b . [通知領域]タブをクリックします。 

C. [システム]アイコンの下の[音量]チェックボックスにチェックを入れます。 
d . [〇のをクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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2 マルチメディアソフトウエア 


おほいのコンピュータには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディアソフ 
トウエアがプリインストールされています。ここでは、プリインストールされているマルチメディ 
アソフトウエアの詳細について説明します。 


4 第2章マルチメディアソフトウェア 



プリインストールされているマルチメディアソフトウエアへ 
のアクセス 

プリインストールされているマルチメディアソフトウエアにアクセスするには、な下の操作を行いま 
す。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを起動し 
ます。 


m ミ主記. サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 ~ 


載を 記； コンピユータの付属ソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書 
を参照してください。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていた 
り、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、な下の手順で操作しま 
す。 

1. ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コンピュータの再起動を要求するメッセージが表示されたら、コンピュータを再起動します。 
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3 オーディオ 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまなナーディオ機能を使用できます。 

• コン ピュータのスピーカおよび接続した外付けスピーカを使用した、音楽の再生 
• 内蔵マイクまたは接続された外付けマイクを使用した、サウンドの録音 
• インターネットからの音楽のダウンロード 

• 才ーディオと画像を巧巧したマルチメディアプレゼン テーシヨ ンの作成 
• インスタントメ ッセー ジプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジナ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• オーディオ CD の作成（書き込み）（一部のモデルのみ） 
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外付けオーディオデバイスの接続 


A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフォン、またはヘッドセットを使用して〈ださい。を全に関する情報について詳しくは、『ち見 
定、を全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 


外付けスピーカ、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方まについては、デバイスの製 
造元から提供される情報を参照してください。良好な結まを得るため、な下の点にを意してくださ 
い。 

• デバイスケーブルがお使いのコンピュータの適切なコネクタにしっかりと接続されていること 
を確認します（通常、ケーブルコネクタは、コンピュータの対応するコネクタに合わせて色分 
けされています）。 

• 外付けデバイスに必要な任意のドライバをインストールします。 


腎 を記： ドライバは、デバイスとデバイスが使巧するプログラム間のコンバータとして機能す 
る、必須のプログラムです。 
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オーディオ機能の確認 

お使いのコンピュータのシステムサウンドを確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コントロ ールパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウて アとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが開いたら、[サウンド]タブをクリックします。[プログラム]でビープやア 
ラームなどの任意のサウンドイベントを選択してから、[テスト]ボタンをクリックします。 

スピーカまたはち続したへッドフォンから音が鳴ります。 

コンピュータの録音機能を確認するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[サウンドレコーダ]の順に選択します。 

2. [録音]をクリックし、マイクにに向かって話します。デスクトップじファイルを保存します。 

3. [Windows Media Player ] を起動して、サウンドを再生します。 

教 を記^ 録音するときに最高の音質を得るため、マイクに向かって直接声を出し、周囲のノイズのな 

いところでサウンドを録音してください。 

▲ コンピュータの才ーディオ設定を確認または変更するには、タスクバー上の[サウンド]アイコン 
を右クリックするか、[スタート]一 [コ ントロールパネル]一 [ハ ードウてアとサウンド]一[サウン 
ド]アイコンの順に選択します。 
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4 ビデオ 


お使いのコンピュータでは、な下のさまざまなビデナ機能を巧巧できます。 
• 動画の巧生 

• インターネットを介したゲーム 

• プレゼン テーシヨ ンの作成のための画像や動画の編集 
• 外付けビデナデバイスの接続 
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外付けモニタまたはプロジェクタの接続 

外付け モニタ コネクタによって、外付け モニタ またはプロジ X クタなどの外付けディスプレイデバ 
イスをお使いのコンピュ ータ にち続できます。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニタコネクタに接続し 
ます。 



載 を記： 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は 、 fn + f 4 を押 
して画像をデバイスに転送します。 fn + f 4 を繰り返し押すと、表示画面がコンピュータ本体のディス 
プレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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5 オプティカルドライブ（一部のモデルの 
み） 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピュータ]の順に選択しまず。 


12 第日章オプティカルドライブ（一部のモデルのみ) 



オプティカルディスクの使用 （ CD および DVD ) 

DVD - ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD および DVD ) に 
対応しています。これらのディスクでは、情報を保管または移動したり、動画や音楽を巧生したりし 
ます。 DVD の方が、 CD より大きい容量を扱うことができます。 

な下の表に示すように、すべてのオプティカルドライブでオプティカルディスクからの読み取りが 
巧能で、モデルによっては書き込みも可能です。 


敦 を記： ここに示すオプティカルドライブによっては、お使いのコンピュータでサポートされていな 
い場合もあります。サポートされているオプティカルドライブすべてが下記の一覧に記載されている 
わけではありません。 


オプティカルド 
ライブの種類 

CD - ROM およ 
び DVD-ROM 

メディアの読み 
取り 

CD - R/RW メデ 
ィアへの書き込 
み 

DVD ( DVD+R 
DL、DVD 
± RW / R 、 
DVD-RAM を含 

む）への書き込 
み 

LightScribe 

CD または DVD 
へのラベルの書 
き込み 

ブルーレイの読 
み取り 

ブルーレイが 

RE への書き込 
み 

DVD-ROM ドラ 
ィブ 

可 

不可 

不可 

不可 

不可 

不可 

DVD-ROM/CD- 
RW コンボドラ 
ィブ 

可 

可 

不可 

不可 

不可 

不可 

DVD±RW スー 
パー マルチ DL* 
(層記録） 
Ughtscribe 十卜 
ライブ 

可 

可 

可 

可 

不可 

不可 

ブルーレイ R/ 

RE DVD±RW 

スーパーマルチ 

DL* (層記録） 
ドライブ 

可 

可 

可 

不可 

可 

可 


•2 層記録ディスクには、1層まのディスクよりも多〈のデータを保をできます。ただし、このドライブで作成された2層記 
録ディスクは、多< の 1 層まの DVD ドライブおよびプレーヤに対応していない場合があります。 


十 LigMScribe ディスクは別途購入する必要があります。 Ugh に cribe は、白黒の静止画像によ < 似たグレースケール画像を作 
成します。 
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CD または DVD の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイカ 《 少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 

腎 を記^~ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生の動作を設定していない場合は、な下の項目で説明しているように、[自動再生]ダイアログ 
ボックスが開きます。メディアのコンテンツ（内容）をどのように圾うかについての選択をホめられ 
ます。コンピュータに Windows Vista。Ultimate または Windows Vista Home Premium がインス I — 
ルされている場合、 DVD メディアの再生には、 [Windows Me 灶 a Player] または [WinDVD] のどちらか 
を使巧できます。その他すベての Windows Vis ね製品の場合、 DVD メディアの再生には [WinDVD] を 
選択してください。 
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自動再生の設定 

1. [スタート] 一 [コントロール パネル] 一 [CD または他のメディアの自動再生]の順に選択します。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チてックボックスにチIックが入っていること 
を確認します。 

3. [既定を選択する]をクリックして、表示されている各メディアの種類に対して使巧可能なオプシ 
ヨンの1つを選択します。 


歐 ミ主記. Windows Vista Ultimate または Windows Vista Home Premium がコンピュータにインス 
卜ールされている場合、 DVD メディアの巧生には、 [Windows Media Player] または [WinDVD] の 
どちらかを使用できます。その他すベての Windows Vis ね製品の場合、 DVD メディアの再生に 
は [WinDVD] を選択してください。 


4. [保存]をクリックします。 


野 注記： 自動再生について詳しくは、 Windows のヘルプを参照してくださし、。 
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著作権に関ずる警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権によって保護されたものを 
許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。このコンピュータをそのような目的に 
使用しないでください。 


A ミ主意： データの損失やディスクの損傷を防ぐために、次のガイドラインに従ってください。 

ディスクに書き込む前に、コンピュータをま定した外部電源に接続してください。コンピュータがバ 
ッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用するディスクソフトウIアな外の開いているすべてのプログラムを閑 
じます。 


コピー元のディスクからコピー先のディスクに、またはネットワークドライブからコピーホのディス 
クに直ちコピーしないでください。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないでください。書 
き込み化理は振動の影響を受けやすい動作です。 

慶ま 記. コンピュータの付属ソフトウてアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書 
を参照して〈ださい。これらの説明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていた 
り、または製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 
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CD または DVD のコピー 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [Roxio] (ロキシナ）一 [Creator Business ] (クリエイタビ 
ジネス）の順に選択します。 

2. ち側のパネルで、[ディスクのコピ ー] をクリックします。 

3. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

4. 画面ち下の[コピ ー] をクリックします。 

[Creator Business] がコピー元のディスクを読み取り、そのデータをハードドライブの一時フォル 
ダにコピーします。 

5. 指示が表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空のディ 
スクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、作成したディスクは自動的に取り出されます。 


CD または DVD のコピー17 


CD および DVD の作成または「書き込み」 

お使いのコンピュータに CD-RW、DVD-RW、 または DVD±RW のオプティカルドライブが搭載され 

ている場合は、 [Windows Me 址 a Player] または [Roxio Creator Business] などのソフトウエアを使巧し 

て、 MP3 や WAV 音楽ファイルなどのデータや才ーディオファイルを書き込むことができます。動画 

ファイルを CD または DVD に書き込むには、 [Windows Movie Maker] を使用します。 

CD または DVD に書き込むときは、な下のガイドラインに従って〈ださし、。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じてく 
ださい。 

• CD-R や DVD-R は、情報をコピーした後は変更できないため、通常は才ーディオファイルの書 
き込みに最適です。 

• ホームステレナや力ーステレオによっては CD-RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD-R を使用します。 

• CD-RW や DVD-RW は、一般的にはデータファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前にオーディオや動画の記録をテストする場合に最適です。 

• ホームシステムで巧用される DVD プレーヤは、通常、すべての DVD フォーマットに対応して 
いるわけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、お買い上げの DVD プ 
レーヤに付属の説明書を参照してください。 

• MP3 ファイルは他の音楽ファイルお式よリファイルのサイズがルさく、また MP3 ディスクを作 
成するプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP3 ファイルは、 MP3 プレ 
-ヤまたは MP3 ソフトウエアがインスIルされているコンピュータでのみ巧生できます。 

CD または DVD にデータを書き込むには、な下の手順で操作します。 

1. 元のファイルを、ハードドライブのフォルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD を、オプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、使用するソフトウてアの名前を選択します。 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]一[エクスプローラ]の順にちクリックして、元のファイルを保巧したフォルダに移動 
します。 

6. フォルダを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込み処理を開始します。 

固有の説明について詳しくは、ソフトウエアのヘルプファイルか説明書等を参照してください。 
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CD または DVD の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


教 を記. トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 
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再生中の中断の予防 

• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• CD または DVD を再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正し〈挿入していることを確認してください。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端のちじ向かって巧いてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、を〈の電器店で入手可能な才 
プティカルディスクの修復キットで手入れしてください。 

• ディスクを再生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中にハイバネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始すると、続 
行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表示 
されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると次のようになります。 

。 再生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合によ 
っては、プログラムを終了してから再起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

プリンタとスキヤナなどの外付けデバイスの電源を切ります。これじよってシステムリソース 
がお放され、再生パフォーマンスが向上されます。 

デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では簡単 
に見分けられないので、な下の方までシステムの色のプロパティを16ビットの色に下げた場 
合、動画の再生時に色が失われても気がつきません。 

。 アイコンではな〈デスクトップ上の任意の場所を右クリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

。[画面の色]を[中（ 1 6ビット） ] に設定します。 
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DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されたファイルが含まれているほとんどの DVD には、地域コードも含まれています。 
地域コードは、世界的なレベルで著作権を保護します。 

DVD の地域コードが、お使いの DVD ドライブの地域設定と一致する場合にのみ、その地域コードが 
含まれている DVD を再生できます。 

A を意 '■ ~~ DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、レ^下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の巧内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

鞍 を記 . _ コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows には、ユーザアカウントの制 

御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定を更などを行う時に、ユーザのアクセス権やパスワードの入力を求められる場合がありま 
す。詳しくは、 Windows のヘルプを参照して〈ださい。 

3. [ DVD / CD - ROM ドライブ]の横の [+] 記号をクリックします。 

4. 地域設定を変更する DVD ドライブをちクリックして、次に[プロパティ]をクリックします。 

5. [ DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 
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6 HP Web カメラ 


お巧いのコンピュータには、ディスプレイの上部に HP Web カメラが内蔵されています。プリインス 
卜ールされたソフトウェアを巧巧すると、 Web カメラを巧用して写真の撮影、動画の録画、または才 
-ディオの録音ができます。写真、録画した動画、または録音したオーディオをプレビューして、コ 
ンピュータのハードドライブに保存できます。 


Web カメラおよび [HP Webcam ] ソフトウエアにアクセスするには、[スタート]一[すべてのプログラ 
ムト [HP Webcam ] の順に選がします。 


Web カメラソフトウェアを使用すると、な下の機能を利巧できます。 

• 動画：動画の録画や巧生をします。また、ソフトウェアインタフェースのアイコンを使用し 
て、動画を電子メールで送信したり、 YouTube にアップロードしたりできます。 

• オーディオ：オーディオの録音や再生をします。 

• 動画の巧生： UVC (Universal Video Class ) カメラをサポートするインスタントメッセージソ 
フトウェアソリューシヨンで使用します。 

• スナップショット：静止画像を撮影します。 

• HP Presto ! Bizcard (-部のモデルのみ）：名刺のデータを連絡先情報の有巧なデータベースに変 
換するために使巧します。 
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Web カメラ使用上のミ主意 

パフォーマンスを最適にするために、 Web カメラの使用時はな下のガイドラインに従ってくださし、。 

• ビデオチャットを始める前に、最新バージョンのインスタントメッセージプログラムを用意し 
てください。 

• ネットワークファイアウォールの種類によっては、 Web カメラが正常に機能しない場合があり 
ます。別の LAN またはネットワークファイアウォール外のューザと通信するときに動画の表示 
や送信に問題が生じる場合は、一時的にファイアウオールを無効にしてください。 


鞍を 記. 特をの状況下では、ファイアウォールはインターネットゲームへのアクセスをブロッ 
クしたり、ネットワーク上のプリンタやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メー 
ルの添付ファイルをブロック したりすることがあります。問題を一時的に解ミ夫するには、ファイ 
アウナールを無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを巧度有効にします。 
問題を永久に解決するには、ファイアウオールを再設定します。 


• 巧能な限り、 Web カメラの背後と写真領域の外側に、明るい光源を配置します。 


腎 を記： Web カメラの使巧について詳しくは、 Web カメラソフトウェアの[ヘルプ]メニューを参照 
してください。 
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Web カメラのプロパティの調整 

カメラのプロパティを調整できます。 

• [輝度]:画像に取り込まれる光の量を調整します。輝度を高〈設定すると明るい画像になり、輝 
度を化く設定すると暗い画像になります。 

• [コントラスト]:画像の明るさと暗さの対比を調整します。コントラストを高〈設定すると画像 
の対比の度合いが高まり、コントラストを化く設定すると、元の情報のダイナミックレンジを 
維持しますがより平面的な画像になります。 

• [色相]:他の色との特性の差異（ホ、緑、青の度合い）を調整します。色相は色彩と異なり、色 
彩は色相の強さを示します。 

• [色柔さ]:最終的な画像の色みの強さを調整します。色彩を高く設定するとより鮮やかな画像にな 
り、色彩を化く設定するとよりくすんだ画像になります。 

• [シャープネス]:画像の境界線の緻密さを調整します。シャープネスを高く設定するとよりはっ 
きりとした画像になり、シャープネスをおく設定するとより柔らかい画像になります。 

• [ガンマ]:画像の中間調の灰色または中間色に作用する対比を調整します。画像のガンマを調整 
することで、大幅に陰影およびハイライト部分を変更することなく、中間色の灰色部分の輝度を 
を化させることができます。ガンマをおく設定すると灰色はより黒く、濃い色はより濃くなりま 
す。 

• [逆光補正]:バックライトの明るさを調整します（バックライトが明るすぎて巧ま物が輪郭のみ 
になるなど、画像が極端にぼやけてしまう場合に使用します）。 

• [夜間モード]:お光量の状態を補正します。 

• [ズーム](一部のモデルのみ）：写真撮影や動画録画でのズームのパーセンテージを調整します。 

• [水平方向]または[ま直方向]:画像を水平ち向またはま直ち向に回おさせます。 

• [50 Hz ] または [60 Hz ] :ちらつきのない動画の録画のために使用するシャッターま度を調整しま 

す。 

複数の明るさの状態用にあらかじめ設定されたカスタマイズ可能なプロファイルによって、「白熱 

灯」、「堂光灯」、「ハロゲン」、「晴れ」、「曇り」、「夜」といった明るさの状態を補正します。 
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Web カメラのフナーカスモードの制御（一部のモデルの 

み） 

フォー カス モー ドには次のオプションがあります。 

• [ Normal ] (ノーマル）：カメラの出荷時設定は通常の写真に適しています。最短焦点距離がレン 
ズから1 m 程度、最長焦点距離は無限遠です。 

• [ Macro ] (マクロ）：クロー ズ アップフォーカス 設定。 このモー ドはま近距離から写真や動画を 
撮影するための設定です（一部のモデルの み）。 


教 を記： Bizcard リーダー(-部のモデルのみ）は、操作中はマクロモードに設定されるよう 
に、常にプリセットされています。 


[HP Web カメラ]の フォー カス モー ドを表示または変更するには、な下の手順で操作します。 

▲ [スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP Webcam ] 一 [ Se 扣 ngs ] (設定）一 [ Options ] (ナプシヨ 

ン）の順に選択します。 
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7 トラブルシユーテイング 


ここでは、一般的な問題と解決方法について説明しまず。 
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オプティカルディスクトレイが開かず、 CD または DVD を取 
り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


m を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 
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ディスクが再生できない場合 

• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• CD または DVD を再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正し〈挿入していることを確認してください。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端のちじ向かって巧いてください。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、を〈の電器店で入手可能な才 
プティカルディスクの修復キットで手入れしてください。 

• ディスクを再生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中にハイバネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始すると、続 
行するかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表示 
されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると次のようになります。 

。 再生が再開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合によ 
っては、プログラムを終了してから再起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

。 プリンタとスキャナなどの外付けデバイスの電源を切ります。これによってシステムリソ 
—スがお放され、再生パフォーマンスが向上されます。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では 
簡単に見分けられないので、な下のちまでシステムの色のプロパティを16ビットの色に下 
げた場合、動画の再生時に色が失われても気がつきません。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2. 設定がまだされていない場合は、[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 
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ディスクが自動再生されない場合 

1. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに自動再生と入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

2. 検索結まの巧内で、[自動ち生]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが表示さ 
れたら、[続行]をクリックします。 

3. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]のチェックボックスにチェックを入れ、[な词 
をクリックします。 

これで、 CD または DVD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 
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DVD の動画が停止したリコマ落ちしたりする場合や、再生が 
不安定な場合 

• ディスクに傷がついていたり、損傷していないことを確認します。 

• ディスクを清掃します。 

• な下の操作を実行して、システムリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所を右クリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2. 設定がまだされていない場合は、[画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します。 

。 プリンタ、スキャナ、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 
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DVD の動画が外付けディスプレイに表示されない場合 

1. コンピュータのディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合は、 fn + f4 
を1回な上押して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるようにモニタの設定を行います。 

a. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設定]の 
順に選択します。 

b. メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 


野 を記： 両方のディスプレイを使用する場合は、 DVD の画像はセカンダリディスプレイとして 
指定したディスプレイには表示されません。 


マルチメディアに関して、このガイドで説明されていない質問について情報を得るには、[スタート] 
一[ヘルプとサポート]の順に選択します。 
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DVD を [Windows Media Player ] で再生したときに音や画面が 
出ない場合 

コンピュータにプリインスIルされている [WinDVD] を使用して、 DVD を再生してください。 
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ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープモードおよびハイバネーシヨンを無効にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを巧巧していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• より化速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ]の [ DVD/CD-ROM ドライスカテゴリにあるディスク書き込みデバイスのド 
ライバを再インストールします。 
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コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

Windows がオプティカルドライブを検出しない場合は、[デバイスマネージヤ]を使用してデバイスの 
問題を解決して、デバイスドライバを更新、アンインストール、または口ールバックします。 

[デバイスマネージヤ]でデバイスとドライバを確認するには、な下の手順で操作します。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]一[コントロールパネル]一[システムとメンテナンス]一[デバイスマネージヤ]の順に選 
択します。ユーザアカウント制御のウィンドウが表示されたら、[続行]をクリックします。 

3. [デバイスマネージヤ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
[Disc Drives] (ディスクドライブ）または [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) を 
クリックします。オプティカルドライブの一覧を確認します。 

4. 表示されているオプティカルデバイスをちクリックすると、な下のタスクを実行できます。 

• ドライバを更新する。 

• デバイスを無効にする。 

• ハードウエアの変更をスキヤンする。 Windows はシステムをスキヤンして取り付けられて 
いるハードウ X アを検出し、必要な初期設定のドライバをすべてインストールします。 

• デバイスが正しく動作しているかどうか確認するには、[プロパティ]をクリックします。 

。 [トラブルシューティング]をクリックして、問題を解みします。 

。 [ドライバ]タブをクリックして、このデバイスのドライバを更新、口ールバック、無効 
化、またはアンインストールします。 
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新しいデバイスドライバが必要な場合 

Microsoft デバイスドライバの入手 

お使いのコンピュータは、最新の Windows オペレーティングシステムおよび Microsoft なのその他の 
製品の更新を自動的に確認し、インストールするように設定できます。 

HP デバイスドライバの入手 

最新の HP デバイスドライバは、な下のどちらかの方まで入手できます。 

• [HP Update Utility] (HP アップデートユーティリティ）の使巧 

• HP の Web サイトの使巧 

[HP Update U 川 ity] を使用するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一 [HP Update] (HP アップデート）の順に選択します。 

2. [HP Welcome] (HP へようこそ）画面で、 [Settings] (設定）をクリックして、ユーティリティ 
が Web 上でソフトウ X アの更新を確認する時間を選択します。 

3. [Next] (次へ）をクリックして HP のソフトウ； L アの更新を確認します。 

HP の Web サイトを使用するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開いて httD :// www . hD.com/suDDort/ に移動します。 

2. 国または地域を選がします。 

3. [ドライバ色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュータ 
の製品名または製品番号を[製品名-番号で検索]ボックスに入力します。 

4. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 


新しいデバイスドライバが必要な場合 35 
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